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第
39
回
本
庄
市
長
杯
争
奪
市
民

サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催

ＰＲ効果
  バツグン！ 市の公用封筒 ・広報ほんじょうに広告を掲載しませんか市の公用封筒 ・広報ほんじょうに広告を掲載しませんか

公用封筒広告募集 広報ほんじょう広告募集

市では地域経済の活性化、市の財源の確保等を目的に有料広告事業を実施しています。
このたび、市が使用する公用封筒・広報ほんじょうへの有料広告を次のとおり募集します。

広 告媒体　長形３号の公用封筒（主に市役所の各課
から市民、関係機関等への文書送付用）

募集期間　１月22日㈮まで（必着）
広告の規格等
①掲載位置　封筒裏面
②募集枠数　５枠
③枠の大きさ（１枠あたり）
　おおむね縦30㎜×横85㎜
④刷色　単色（黒）
⑤広告料（１枠あたり）　30,000円
⑥印刷枚数　30,000枚
⑦ 掲載期間　印刷後、市が使用を終えるまでの期間
で、３月ごろから４か月程度

広告媒体　広報ほんじょう（毎月32,000部発行）
募集期間　１月29日㈮まで（必着）
広告の規格等
① 掲載位置　「くらしの情報すてーしょん」のうち
２ページの最下段（14・15ページを参照）

②募集枠数　４枠
③枠の大きさ（１枠あたり）
　おおむね縦52㎜×横86㎜
④刷色　単色（黒）
⑤広告料（１枠あたり）　３号分につき30,000円
⑥掲載期間　広報ほんじょう４～６月号（３号分）
※４月号から連続して６号分、９号分、12号分の
申し込みも可能です。

申込　次の書類を郵送又は直接企画課（市役所３階）へ提出
①有料広告掲載申込書（企画課で配布又は市のホームページからダウンロードしたもの）
②広告の原稿　
③納税証明書（申込者が市外の場合）
郵送先
　〒３６７―８５０１　本庄市本庄３―５―３　本庄市役所企画課
注意事項
・内容によっては掲載できない場合があります。
・応募多数の場合は抽選等により掲載を決定します。

詳しくは募集要項をご覧ください。企画課又は市ホームページ
　　　　　　　　　　　　　（http://www.city.honjo.lg.jp/）で閲覧できます。

市
民
ス
キ
ー
大
会
を
開
催

日 

程　

２
月
７
日
か
ら
３
月
７
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

会
場　

小
山
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

参 

加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
の

18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）

の
男
子
チ
ー
ム
及
び
市
社
会
人

サ
ッ
カ
ー
連
盟
加
盟
チ
ー
ム

※
審
判
資
格
者
を
１
人
以
上
有
す

る
こ
と

競 

技
方
法　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

参
加
費

・
連
盟
加
盟
チ
ー
ム　
　
　

無
料

・
一
般
チ
ー
ム　

５
、
０
０
０
円

＊ 

申
し
込
み
は
、
１
月
20
日
㈬
ま

で
に
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
連
盟
事

務
局
・
新
井
（
☎
０
９
０―

４

９
３
１―

１
４
７
６
・
�noru

　

te-7@
poem

.ocn.ne.jp

）
へ

日
程　

２
月
14
日
㈰

会 

場　

ア
サ
マ
２
０
０
０
パ
ー
ク

ス
キ
ー
場

種 

目　

大
回
転
・
回
転（
個
人
戦
）・

回
転（
団
体
戦
１
チ
ー
ム
４
人
）

参 

加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
及
び
連
盟
会
員

参
加
費

・
個
人
戦
一
般　

３
、
０
０
０
円

・
個
人
戦
中
学
生
以
下　
　

無
料

・
団
体
戦　
　
　

４
、
０
０
０
円

＊ 

申
し
込
み
は
、
２
月
６
日
㈯
ま

で
に
ス
キ
ー
連
盟
事
務
局
・
武

井
（
☎
㉔
１
２
３
８
）
へ
、
お

問
い
合
わ
せ
は
、
内
島
（
☎
０

９
０―

８
８
７
１―

９
４
４
６
）

へ市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催

日
程　

２
月
28
日
㈰・
３
月
７
日
㈰

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

参 

加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
・
卒
業
生
及
び
協
会
が

参
加
を
認
め
た
チ
ー
ム

競 

技
方
法　

代
表
者
会
議
に
て
決

定
参 

加
費　

３
、０
０
０
円（
１
チ
ー

ム
あ
た
り
）

参 

加
方
法　

電
話
で
仮
申
し
込
み

の
う
え
、
代
表
者
会
議
時
に
参

加
費
を
添
え
て
正
式
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
代
表
者
会
議
は
、
２
月
19
日
㈮

午
後
７
時
か
ら
シ
ル
ク
ド
ー
ム
Ｂ

会
議
室
で
行
い
ま
す
。

＊ 

仮
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
毎
日
午
後
５
時
以
降
に
市

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
内

野
（
☎
０
９
０―

７
１
８
１―

９
４
７
２
）
へ

企画課１１５７
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公
民
館

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

◆
エ
ク
セ
ル
講
習
会

　

エ
ク
セ
ル
の
基
礎
操
作
か
ら
ワ

ン
ス
テ
ッ
プ
進
ん
だ
便
利
な
機
能

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

１
月
18
日
か
ら
２
月
22
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日　

全
６
回

午
前
９
時
〜
正
午

講
師　

南　

徳
美　

先
生

対 

象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
で
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
６
０
０
円

申 

込　

１
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ワ
ー
ド
講
習
会

　

ワ
ー
ド
で
図
や
表
を
使
っ
て
、

表
現
力
豊
か
な
文
書
を
作
成
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

１
月
20
日
か
ら
２
月
24
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
６
回

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

講
師　

南　

徳
美　

先
生

対 

象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
で
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
６
０
０
円

申 

込　

１
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
２
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

時 

間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
２

月
19
日
㈮
は
、
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
パ
ソ
コ
ン
相
談
日
と
し
て

指
導
員
も
常
駐
し
ま
す
。

藤
田
公
民
館 

☎
㉒
２
３
３
２

児
玉
中
央
公
民
館 （
セ
ル
デ
ィ
内
）

☎
72
８
８
５
１

◆
塙
保
己
一
先
生
の
版
画
を
彫
ろ

う
　

郷
土
の
偉
人
塙
保
己
一
先
生
の

肖
像
画
や
群
書
類
従
の
文
字
を
は

が
き
サ
イ
ズ
の
版
画
に
す
る
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

日 

時　

２
月
６
日
か
ら
27
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日　

全
４
回　

午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

須
藤　

義
雄　

先
生

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装

申 

込　

１
月
18
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
月
釜
茶
会
（
表
千
家
）

　

毎
月
第
２
日
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。（
た
だ
し
、
１
月
と
８

月
は
お
休
み
で
す
。）
お
茶
の
雰

囲
気
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

２
月
14
日
㈰　

午
後
１
時
〜

４
時

費
用　

５
０
０
円（
茶・茶
菓
子
代
）

本
庄
東
公
民
館 

☎
㉒
３
４
０
４

◆
キ
ム
チ
漬
け
教
室

　

本
場
韓
国
直
伝
の
白
菜
キ
ム
チ

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

１
月
27
日
㈬　

午
後
１
時
〜

３
時
30
分

講
師　

松
本　

重
子　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

手
ふ
き
、
薄
い
ゴ
ム
手
袋
、
筆

記
用
具

申 

込　

１
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
手
作
り
み
そ
教
室

　

国
産
大
豆
と
手
作
り
こ
う
じ
を

使
っ
て
無
添
加
の
お
い
し
い
み
そ

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

２
月
２
日
㈫　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

講
師　

中
沢　

健
一　

先
生

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
１
０
０
円

用
意　

筆
記
用
具

申 

込　

１
月
14
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
南
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
５

◆
初
心
者
陶
芸
教
室
⑤

　

常
に
人
気
の
高
い
陶
芸
教
室
で

す
。
自
然
素
材
の
暖
か
さ
と
手
作

り
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
初
心

者
対
象
の
楽
し
い
陶
芸
教
室
で
す
。

日 

時　

１
月
26
日
か
ら
２
月
23
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
（
た
だ
し
、

２
月
９
日
㈫
を
除
く
）　

全
４
回

午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

栗
林　

隆
博　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

費
用　

１
、
０
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具

申 
込　

１
月
15
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
米
粉
を
使
っ
た
も
ち
も
ち
ヘ
ル

シ
ー
料
理
教
室

　

身
体
に
良
い
米
粉
を
使
っ
て
、

ネ
ギ
み
そ
お
や
き
な
ど
を
作
り
ま

す
。
ヘ
ル
シ
ー
な
料
理
教
室
で
す
。

日 

時　

１
月
27
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
容
器

申 

込　

１
月
18
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
味み

噌そ

作
り
教
室

　

県
内
産
大
豆
を
使
い
、
こ
う
じ

作
り
か
ら
仕
込
み
ま
で
お
い
し
い

み
そ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

２
月
３
日
㈬　

午
後
１
時
〜

４
時
、
４
日
㈭　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時
、
５
日
㈮　

午
前
９

時
〜
11
時

会 

場　

あ
さ
ひ
多
目
的
研
修
セ
ン

タ
ー

講 

師　

早
野　

啓
子　

先
生
、
加

藤　

ア
サ
子　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
５
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

漬
け
物
だ
る（
10
㎏
入
り
程
度
）

申 

込　

１
月
14
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

版画図案


